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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年3月15日(2012.3.15)

【公開番号】特開2010-202829(P2010-202829A)
【公開日】平成22年9月16日(2010.9.16)
【年通号数】公開・登録公報2010-037
【出願番号】特願2009-52195(P2009-52195)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   9/26    １０２　
   Ｃ０８Ｊ   9/26    ＣＥＳ　

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
[実施例１]
　粘度平均分子量（Ｍｖ）２５万の高密度ポリエチレン「ＳＨ８００」（旭化成ケミカル
ズ（株）製、融点１３５．５℃）１２．８質量部、Ｍｖ１００万の超高分子量ポリエチレ
ン「ＵＨ６５０」（旭化成ケミカルズ（株）製、融点１３６．６℃）１９．２質量部、平
均一次粒径が１５ｎｍであるシリカ「ＬＰ」（（株）東ソー・シリカ製）２０質量部、酸
化防止剤０．３質量部、可塑剤としてフタル酸ジヘキシル（ＤＯＰ）４８質量部をヘンシ
ェルミキサーで混合して造粒した。その後、Ｔ－ダイを装着した二軸押出機にて２００℃
で混練・押出し、厚さ１００μｍのシート状に成形した。該成形物から塩化メチレンにて
ＤＯＰを抽出除去し微多孔膜とした。該微多孔膜を２枚重ねて１３０℃に加熱のもとＭＤ
に５倍、ロールにて延伸した後、最大温度１４０℃に加熱のもとＴＤに１．７倍、テンタ
ーにて延伸した。
　得られた膜は、ＭＤの引張強度２９ＭＰａ、ＴＤの引張強度５ＭＰａ、平均孔径０．２
０μｍ、最大孔径０．２７μｍであった。製膜条件およびその他の膜特性を表１に示す。
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